
 チーム医療を超えて！コラボレーション医療へ！ 

1981年に世界保健機構（WHO）は、国際障害者年を制定した。それからノーマライゼーション・バリア

フリーなどにみられるように、障がいのある方々に対してやさしい社会になりつつあります。最近は少子高齢

化社会と医療の高度化が相まって医療と福祉の共存の時代に向かっています。現在、厚生労働省は

「入院中心から地域生活へ」、「地域を拠点とする共生社会の実現」の政策を進めています。 

私たちは、精神障がいを持つ方々が入院治療を受けるために、在宅療養を続けるために、次のことを考

えています。 
 

Ⅰ、障がいを持つ方々が精神科医療や福祉に何を求めているかを傾聴する。 
 

Ⅱ、病院の治療・リハビリテーションを適切に行う。 

 ①急性期治療病棟にクリニカルパスを導入し、医師・看護師・薬剤師・精神保健福祉士・作業療

法士・心理士・栄養士が情報を共有してチームで患者様の治療にあたる。 

 ②療養環境を改善しつつ、デイケア、ショートケア、外来作業療法、精神保健相談、精神科訪問

看護によって在宅療養生活を支援する。 
 

 Ⅲ、患者様、ご家族、社会資源（他の医療機関―福祉施設―会社―学校―行政）と協働（コラボレーション）する医療を    

目指したい。 
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基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.精神障害者の医療および保護を行い、自立のために、社会復帰および社会 

 的経済活動への支援をします。 
 

２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、地域に根ざ 

 した病院を目指します。 

理 念 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 

２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 

患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

２.個人として人格を尊重される権利 

３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 

５.個人情報やプライバシーが守られる権利 

６.セカンドオピニオンを受ける権利 

７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレル

ギー歴などの情報を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要があ 

 ります。 

３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルール 

 やマナーを遵守する必要があります。 

～ミュンヘン大橋と藻岩山の夕景～ 

3月から看護助手として働かせていただくことになりました新館１棟の川﨑瞳です。母の勧め

ではじめた仕事ですが、資格も経験もない私がやっていけるか不安でしたが、明るく社交的

な職場でとても安心しました。これからも患者さんやスタッフの方々のお役に立つよう努力し

ていきたいと思います。よろしくお願いします。  

平成24年4月1日（日）より、外来担当医表および外来診療 

体制が変更になりました。 
 

 変更点・・・ 

★土日診療について… 

 予約をしている方のみの診療となります。 
 

★電話予約変更受付について… 

 ４月から平日の月～金のみの対応となります。 

 みなさん、始めまして。第２７号から広報委
員として携わることになりました精神保健福祉
⼠の三浦と申します。平松記念病院の良いとこ
ろをたくさん知っていただけるような広報誌作
りに取り組んでいきたいと思っています。これ
からも引き続きご愛読の程、宜しくお願い致し
ます。 

４月より薬剤師として勤務させていただいております、石塚淑子
い し づ か よ し こ

です。長男の出産時期以来１７年振りのフルタ

イム勤務です。ご迷惑をかけないよう、努力していくつもりですので、よろしくお願いします。 

3月より外来で働いている美濃
み の

と申します。小学生３人の母親で、去年11月に札幌に引っ越してきました。8年

ほど専業主婦をしてからの再就職のため緊張と不安が大きく、みなさんにご迷惑かけていますが外来スタッフ

の親切、丁寧なアドバイス・フォローで安心して仕事をしています。今後は何事も積極的に取り組み笑顔で働い

ていきたいと思います。色々な場面で皆さんにお世話になると思いますがよろしくお願いします。 

第２７号 

適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

平松記念病院 広報誌 



高橋 玲緒奈 花井 葉子 高橋 満里 

柴田 一美さま 

今回のゲストは 
この方!！ 
柴田一美さん 

 笑って 

山田 威仁 

■新館１棟：当院1棟における頓用薬の使用状況と看護判断 

■新館３棟：精神科療養病棟における身だしなみについての意

識調査～男子閉鎖病棟、統合失調症患者37人の結果報告～ 

■新館４棟：長期療養中の多飲水患者のコップの自己管理を

試みる 

2012.2.21 

 平成24年２⽉に看護研究発表会（看護部⾨）、３⽉に院内研究発表会が開催されました。今回
で当院の看護研究発表会は８回⽬、院内研究発表会は７回⽬を迎えます。回を重ねる毎に各部署
とも研究内容や成果をわかりやすく、⾒やすく⼯夫された質の⾼い発表となりました。普段はあ
まり知ることが出来ない他部署の活動を知るよい機会となり、各発表後には様々な意⾒交換がお
こなわれ、参加者全員が有意義な時間を過ごすことができました。 

■リハビリ部門：認知機能改善プログラム「脳トレクラブ」の経過 

2012.3.12 

■デイケア部門：デイケアにおける新規グループ活動について

～新規メンバー獲得を目指して～ 

■医局部門：特異な睡眠障害の２例ー睡眠時遊行症の成人例

と睡眠関連摂食障害― 

■看護部門：ストレスと離職の関係からみえてきたもの～独自

のアンケート調査を用いて～ 

■栄養部門：：精神科病院におけるクリニカルパスを用いた減

量効果について～ダイエットコパスを作成して～ 

   
 平成２４年5月30日（水）、当院の作業療法士北川が講師として「心のリハビリ」をテーマに第６回目の公開講座を

開催しました。当日は患者さんやご家族、地域の皆さんにお集まりいただき、和やかな雰囲気の中で質疑応答が交

わされました。今後も当院では皆さまの健康に役立つ講座を開催を予定しておりますので、機会がありましたら是非

ご参加ください。 
 

次回予定：８月８日（水）  場所：平松記念病院 

講師：平松記念病院 管理栄養士 柴田 一美 テーマ：未定 
 

詳細が決まり次第、病院ホームページやポスターなどでお知らせします。 

 

 私が⽣まれたのは道東にある北海道根室市です。⾼校までは、⾙類やさんまなど、新鮮
な⿂介類を⾷べて⼤⾃然の中でたくましく育ちました。現在3歳と5歳の⼦供がおり、⽇々
⼦育てしながら⾃分育てをしています。休みの⽇には⼦供と公園で遊んだり、季節の旬な
⾷べ物や、新鮮で美味しい⾷材を求めて市場やスーパーに出かけます。栄養指導をして
いると「栄養⼠さんはおやつはたべないんでしょう？」とか、「どんな⾷事をしているんです

か？」とよく聞かれてそのたびにドキッと
してしまいます。⾃分はお⼿本となる
⾷事をしているのだろうか？栄養⼠
でもお⼿本になるような⾷事は難し
いですが、栄養⼠である利点は、⾃分の⾷事を
改善する⽅法を⾒いだせることです。例えば間⾷が増えてきたなと思ったら、冷や奴な
どもう1品蛋⽩質系の⼩鉢を増やすだけで腹もちがよくなりますので、お菓⼦を⾷べる
量を少なくすることができます。また、太りすぎないように、⼣⾷は油を使う料理が重な
らないようにするなどの⼯夫もしています。味噌汁や麺類は塩分の摂りすぎになりやす
いので、鰹節と昆布のダシを冷蔵庫に常備して使⽤するようにしています。⾃分の体
験を栄養指導に⽣かすことはとても効果的です。まず
⾃分の⾷事内容を聞かれたときにドキドキせずに、良

い例として栄養指導に⽣かせるように努⼒したいです。 今や⽇本⼈の20⼈に⼀⼈が苦しんでいるとい
う、うつ病。その治療法は、「薬物療法」や「休養」「⼼理療法」が中⼼ですが、いま、新たな予防と治療
の⽅法として「⾷事」が注⽬され始めています。皆様に信頼される管理栄養⼠でいられるよう、今後の⽬
標として、「TNT₋D認定管理栄養⼠」に認定されることを⽬指して、専⾨的な知識を深めてまいりたいと
思っています。⼊院から在宅まで常に⾝近に栄養⼠がいて、⾷事と栄養に関しては安⼼して⽣活できる
そんな環境を作り上げていかなければならないと考えています。 

栄養科スタッフのみなさん 

病院管理栄養士の柴田さんと大平さん 

柴田 一美 

きゃべつ  
22.5kcal 

トマト 
19.2kcal 

そば  
132kcal 

バナナ 
86kcal 

焼きしゃけ 
132.5kcal 

白飯

168kcal 
りんご  
54kcal 

柴田 一美…昭和53年生まれ。 

平成１３年藤女子大学の食物栄養学科を

卒業後、食品会社や北海道内の病院勤

務を経て、平成21年より平松記念病院に

管理栄養士として勤務。 

次号より、平松記念病院の各委員会についての紹介を予定しています次号より、平松記念病院の各委員会についての紹介を予定しています!!!!  

いつもご指導、ご支援い

ただいている多くの皆さま

に厚く御礼申し上げます 

↑栄養指導用のフードモデルの一部です。管理栄養士が栄養指導をおこなう際に使用するアイテムの１つです!! 

管理栄養士 

100gあたり

のカロリー 
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 ①急性期治療病棟にクリニカルパスを導入し、医師・看護師・薬剤師・精神保健福祉士・作業療

法士・心理士・栄養士が情報を共有してチームで患者様の治療にあたる。 

 ②療養環境を改善しつつ、デイケア、ショートケア、外来作業療法、精神保健相談、精神科訪問

看護によって在宅療養生活を支援する。 
 

 Ⅲ、患者様、ご家族、社会資源（他の医療機関―福祉施設―会社―学校―行政）と協働（コラボレーション）する医療を    

目指したい。 

平松記念病院 

院長 宗 代次 

題字：美風  
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基本方針 理念を実現するために５つの基本方針を定めます。 

１.精神障害者の医療および保護を行い、自立のために、社会復帰および社会 

 的経済活動への支援をします。 
 

２.その障害の予防に取り組み、市民の精神保健の向上を目指し、地域に根ざ 

 した病院を目指します。 

理 念 

１.私たちは、人権を尊重し、信頼と満足感を持っていただけるように努めます。 

２.私たちは、あいての身になって受容的態度をもって接するように努めます。 

３.私たちは、自己研鑽に努め、情報を共有し、連携・協力し合うチ－ム医療を目指します。 

４.私たちは、常に新しい医療・保健・福祉システムを提供できるように努めます。 

５.私たちは、地域における自らの役割を認識し、地域に貢献します。 

患者さんの権利と責務について 

患者さんの権利  
私達は、患者さんの以下の権利を遵守して日々の医療を行います。 
１.安全で適切な医療を公平・平等に受ける権利 

２.個人として人格を尊重される権利 

３.治療、病状、検査などについて、十分な説明を受ける権利 

４.十分な説明や情報提供のもと、どのような医療を受けるかを選択する権利 

５.個人情報やプライバシーが守られる権利 

６.セカンドオピニオンを受ける権利 

７.精神保健福祉法を遵守した医療を受ける権利 

患者さんの責務  

１.最善で適切な医療を受けるために、病状経過や過去の治療歴・アレル

ギー歴などの情報を提供する必要があります。 

２.治療効果をあげるために、医療関係者と共同して治療に取り組む必要があ 

 ります。 

３.円滑な医療サービス体制を確保するために、病院や社会生活上のルール 

 やマナーを遵守する必要があります。 

～ミュンヘン大橋と藻岩山の夕景～ 

3月から看護助手として働かせていただくことになりました新館１棟の川﨑瞳です。母の勧め

ではじめた仕事ですが、資格も経験もない私がやっていけるか不安でしたが、明るく社交的

な職場でとても安心しました。これからも患者さんやスタッフの方々のお役に立つよう努力し

ていきたいと思います。よろしくお願いします。  

平成24年4月1日（日）より、外来担当医表および外来診療 

体制が変更になりました。 
 

 変更点・・・ 

★土日診療について… 

 予約をしている方のみの診療となります。 
 

★電話予約変更受付について… 

 ４月から平日の月～金のみの対応となります。 

 みなさん、始めまして。第２７号から広報委
員として携わることになりました精神保健福祉
⼠の三浦と申します。平松記念病院の良いとこ
ろをたくさん知っていただけるような広報誌作
りに取り組んでいきたいと思っています。これ
からも引き続きご愛読の程、宜しくお願い致し
ます。 

４月より薬剤師として勤務させていただいております、石塚淑子
い し づ か よ し こ

です。長男の出産時期以来１７年振りのフルタ

イム勤務です。ご迷惑をかけないよう、努力していくつもりですので、よろしくお願いします。 

3月より外来で働いている美濃
み の

と申します。小学生３人の母親で、去年11月に札幌に引っ越してきました。8年

ほど専業主婦をしてからの再就職のため緊張と不安が大きく、みなさんにご迷惑かけていますが外来スタッフ

の親切、丁寧なアドバイス・フォローで安心して仕事をしています。今後は何事も積極的に取り組み笑顔で働い

ていきたいと思います。色々な場面で皆さんにお世話になると思いますがよろしくお願いします。 

第２７号 

適切な精神科医療・保健・福祉を目指し次の二つの柱を 

基礎に据えます。 

平松記念病院 広報誌 


